NEC 


まをにおほいいただくために 


-製品を使用ずる前に必ずこのマニュアルをお読みください。 

-このマニュアルの記載内容を守って製品をご使用ください。 

製品固有のを意事項び添付のほかのマニュアルに記載されてい 
る場合びありまず。その内容も守ったうえで製品をご使用くだ 
さい。 

-このマニュアルは、必要なときずぐに参照でをるよラお手元に 
保管して < ださい。 

-記載している内容は、このマニュアルの制作時点のものでず。 

お問い合わせ巧の窓□、住所、電話番号、ホームページの内容 
やアドレスなどが変更されている場合びありまず。あらかじめ 
ご了承ください。 


■ 




表記の意味 

この マニュアルでは、 製品を安全にお使いいただくための項目を次のように記載 
しています。 


記載内容を守っていただけない場を、どの程度の影響びあるかを表しています。 


A 警告 

人が死とまたは重傷を負う可能性が想定される内容を示 
します。 

A 注意 

人が軽傷を負う可能性が想定される内容、および、物的 
損害の発生が想定される内容を示します。 


傷害や事故の発生を防止するための禁止事項は、次のマークで表しています。 


0 

一般禁止 

その斤為を禁止します。 


i た与*趣■止 

外部の火気によって製品 
力 S 発火する可能性を示し 
ます。 


特定 5 所に触れることで 

傷害を負う可能性を示し 
ます。 


分解禁止 

分解することで感電など 
の傷害を負う可能性を示 
します。 


水ぬれ禁止 

水がかかる場所で使用し 
たり、水にぬらすなどし 
て使用すると漏電による 
感電や発火の可能性を示 
します。 


ぬれ手禁止 

ぬれた手で扱うと感電す 
る可能性を示します。 


傷害や事故の発生を防止するための指示事項は、巧のマークで表しています。 


〇 

使用者にザして指示に基 
づく行為を強制するもの 
です。 

€ 

電源コードのプラグを 
抜くように指示するも 
のです。 

@ 

アース線を必ず接続す 
るように指不するもの 
です。 
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ちを上の警告•ま意事頃 


本がほ用上の警告•ミ主意 


■本体使用上の警告 




A 警告 


〇 


C 


€ 


C 


•本製品は電源コンセントの近くに設置し、遮断装置(電源コー 
ドのプラグ）に容易に手び届くようにしてください(バッテリ 
パック使用時は除く）。 

電源 コンセントから 遠ぃ場所に設置した場合、万一、煙や異臭、 
異常な音が発生したとき、手で触れなぃほど熱くなったときなど、 
電源コードのプラグをすぐに抜けなくなるおそれがあります。 


•煙や異臭、異常な音、手で触れないほど熱いと 
きは、すぐに本製品の電源を切り、電源コード 
のプラグをコンセントから巧いて<ださい。 
パッテリパックを装着しているときは、安全を 
確認してか5取り夕してください。 

そのまま使用すると、火災、やけど、感電のおそ 
れがあります。内部の点検•調整は、下記にお問 
い合わせください。 

0120 - 977-633 


•本製品に触れるとビリビリとした電気を感じる場をは、すぐ 
に電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか日あいて 
<ださい。 

パッテリパックを装着しているときは、ま全を確認してか日 
取り外してください。 

そのまま使用すると、感電、けが、火災の原因になります。 

参本製品び変おしていたり、割れ目などの破損箇所びある場合 
は、すぐに電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか 
5巧いてください。 

バッテリパックを装着しているときは、ま全を確認してか目 
取り外してください。 

そのまま使用すると、感電、けが、火災の原因になります。 





















A 警告 


0 




O 

Q 

逼 

0 


参電源コードのプラグをコンセントか日巧くと 
きは、コードを引っ張らないでください。 

電源コードが破損し、火災や感電の原因になり 
ます。 


参雷び鳴り出した5、本製品や本製品に接続され 
ているケーブル類(電源コード、 AC アダプタ、 
USB ケースレなど)に触れないでください。ま 
た、機器の接続や取り外しをおこなわないでく 
ださい。 

落雷による感電のおそれがあります。 


参ビニール袋などの個包材料は、お子さま、特に乳幼児の手の 
届かないま全な所に保管してください。 

窒息事故などを起こすおそれがあります。 

•不安定な場所に置かないでください。また、地震等によって 
落下、転倒しやすい場所には置かないでください。 

落下、転倒してけがをするおそれがあります。 

•本製品を改造、分解しないでください。 

感電、発煙、発火の原因になります。 

•本製品を义中に投入、加熱、あるいは端子をショートさせな 
いで < ださい。 

発熱、発火、破裂の原因になります。 

•本製品の内部に;夕のような異物を入れないでください。 

-金属物 
-水などの液体 
-燃えやすぃ物質 
■ 楽品 

回路がショートして火災の原因になります。 
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■本体使用上の注意 




•本製品を次のよラな場所で使用•保管しないで 
<ださい。 

-風呂場など湿気の多い場所 
•調理台や加湿器のそばなど、水、湿気、湯気、 
塵、油煙などの多い場所 

感電の原因になります。万一液体力 S 入った場合は、 
電源をオフにして NEC サポート窓口 （121 コンタ 
クトセンター)にお問い合わせください。乾いて 
いるようでも本製品内部に水分が残っているこ 
とがあります。 



〇 


•本製品の使用中や使用直後、バッテリパックの充電中は、温 
度び高くなる部分びありますので注意してください。 

特に、本体底面、本体背面のコネクタ、液晶ディスプレイの周辺、 
キーボードのキー、コードを固定するねじ類、通風孔(排熱孔）、 
AC アダプタの表面、 PC 力ード、 PC 力ードス ロット、 コンパクト フラッ 
シュ カードの周辺、 バッ テリ パッ ク やバッ テリ パッ クの周辺などが 
高温になる場合があり、やけどなどのおそれがあります。 
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A 注意 


〇 ♦本製品を設置したり移動する場ちは、指などをはさまないよ 
ラ十分ま意してください。 

設置や移動の際、本製品と床、壁などとの間に指などをはさむと、 
けがの原因になることがあります。 


参重い製品を移動する場をは、ひざを巧げ、体勢を整えてから、で 
きるだけ体にくっつけるようにして持ち上げてください。 

体勢を整えなぃまま持ち上げると腰痛の原因になる場合があり 
ます。なお、大きな製品や特に重い製品は2人な上で持ち上げる 
ようにしてください。 


〇 •前面カバーびある製品の場さ、カバーを開けた状態で使用す 
るときは、十分を意してください。 

前面カバーに強くぶつかったときにけがの原因になることがあ 
ります。 

ケーブル等を接続したり、一部の PC 力ード等を取り付けた状態 
では、カバーを閉じられない場合があります。この場合はカバー 
を開けたまま使用して ください。 


•本製品は、24時間似上の連続使用を前提とした設計にはなつ 
ておりません。ま意して<ださい。 

故障や安全の観点からご注意ください。 


〇 •通風孔(排熱孔)からの送風にま意してください。 

通風孔測熱孔)からの排気は室温よりも高ぃ温度となっております。 
通風孔(排熱孔)からの送風に長時間当たることにより、低温やけどの 
おそれがあります。肌の弱い方などは特にご注意ください。 


Q 参液晶ディスプレイを閉じた状態で使用しないでください。 

内部温度が高くなり、故障、発熱の原因となります。 

V_ イ 




6 


■ 









Q 


O 


Q 

Q 
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A 注意 


参ひざの上で長時間使用しないでください。 

使用中、本製品の底面が熱くなり、低温やけどを起こす可能性があ 
ります。 

低温やけどは、長時間にわたり一定箇所に発熱体力鄉れたままになっ 
ているときなどに肌に紅斑(こうはん)、水を(すいほう）などの症状を 
起こすやけどのことです。肌の弱い方などは、特にご注意ください。 

•使用するソフトによつては、パームレスト部(手をのせる部分) 
やキーポードのキーびを少熱く感じられることびあります。 

長時間にわたるキーボード等の操作をする場合は、低温やけどの 
おそれがあります。肌の弱い方などは特にご注意ください。 


• DVD / CD ドライブ(ブルーレイディスクドライブ含む)①卜 
レイび出た状態で使用ずる場をは、十分を意してください。 
DVD / CD ドライブ(ブルーレイディスクドライブ含む)①トレ 
イはイジェクトポタンを押さなくても、ソフトウェアの動作な 
どで本体から出てくることびあるため注意してください。 
DVD / CD ドライブ（ブルーレイディスクドライブ含む）のトレイ 
に強くぶつかったり手や足をひっかけたりすると、けがや破損 
の原因になります。 

参 DVD / CD ドライブ(ブルーレイディスクドライブ含む）は絶 
対に分解しないでください。 

故障、発熱、破損、感電の原因になります。 

• DVD / CD ドライブ(ブルーレイディスクドライブ含む)など 
①レーザー光源を直接見ないで<ださい。 

目の痛みなど、視力障害を起こすおそれがあります。 

♦添付の CD - ROM . DVD - ROM ディスクは、 CD - ROM . DVD - 
ROM 対応プレイヤーけ外では絶対に使用しないでください。 

大音量によって耳に障害を被ったり、スピーカや CD - ROM - 
DVD - ROM ディスクを破損する原因になります。 


参フ□ッピーディスクイジエクトボタンは指の腹の部分で押し 
て < ださい。 

爪の先でフロッピーディスクイジェクトボタンを押すと、爪と 
指先の間にフロッピーディスクイジエクトボタンが入ってけが 
の原因になります。 
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Q 


Q 
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A 注意 

参モデムは、一般の電話回線のみに接続してください。 

一般の電話回線な外に接続した場合、故障、発熱、破損の原因に 
なります。 


参先のとびったもので液晶ディスプレイ表面に 
傷を付けないでください。 

参液晶ディスプレイ表面や外枠部分を強く押さ 
ないでください。 

♦液晶ディスプレイ内部の液体を□に入れない 
でください。また、内部の液体に触れないでく 
ださい。 

液晶ディスプレイが破損して内部の液体が口に 
入った場合は、すぐにうがいをしてください。ま 
た、皮膚にせ着したり目に入った場合は、すぐに 
流水で15分な上洗浄し、直ちに医師にご相談く 
ださい。 


参液晶ディスプレイのガラスの取り扱いにを意してくださし、。 

液晶ディスプレイはガラスでできています。取り扱いによって 
はガラスカ S — 割れることがあります。次の点に注意してください。 
•液晶ディスプレイに衝撃を与えないよう、ゆっくり開閉して 
ください。 

-液晶ディスプレイを破損しないよう、無理に大きく開けない 
でください。 

-液晶ディスプレイをたたいたり、強く押したりしないでください。 
-液晶ディスプレイとキーボードの間に物をはさまないでくだ 
さ レ、。 

参光学式マウスの底面の光を直接見ないでください。 

目が痛んだり、視力障害を起こすおそれがあります。 


•レーザーマウスの底面の巧を見つめないでください。 

レーザーマウスのレーザーは目で見て確認することはできませ 
んが、底面の穴からレーザーが出ています。 

レーザーが出ている穴の部分を見つめると目の痛みなど、視力 
障害を起こすおそれがあります。 

レーザーマウスが正しく動作しているかどうかは、マウスを動 
力んて確認してください。 
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電源、電源コード、 AC アダプタ使用上の 


■電源、電源コード、 AC アダプタ使用上の警告 






A 警告 


〇 


I電源は AC 10 0V (已 0/60HZ) を使用してくださし、。 

異なる電圧で使用すると、感電、発煙、火災の原 
因になります。 

义 h じ7 グプタ自体は、入力電圧 AC 240 V まで 
の安全認定を取得していますが、添がの電源 
コードは AC 100 V 用（日本仕様)です。 



〇 


>電源コード、 AC アダプタを取り扱ラ際は、 
次の点をお守りください。 

. 落下させたり衝撃ををえない 
-折れ曲がった状態や束ねた状態で使用しない 
-つけ根部分を無理に曲げない 
-重いものを載せない 
-ホなどでくるまない 
-屋外で使用しない 

-水などの液体がかかる場所では使用しない 
発煙、発火、火災、感電の原因になります。 



0 

Q 

0 



•破損した電源コードは使用しないで< ださい。 

電源 コー ドが破損した場合に、 テープな どで修 
復して使用しなぃでくださぃ。修復した部分が 
過熱し、火災や感電の原因になります。 

• AC アダプタ本体や接続ケーブルび変形したり、割れ 
たり、傷ついている場合は、使用しないでください。 

発煙、発火、火災、感電、やけどの原因になります。 

•AC アダプタ本体に電源コードや接続ケーブル 
を巻さ付けないでください。 

電源コードや接続ケーブルの芯線が露出したり断線した 
りして、発煙、発火、火災、感電、やけどの原因になります。 




〇 


•電源コードや AC アダプタを}寺ち運びする際は、 
図のよラに正しくコードを束ねて<ださい。 

コードを束ねなぃで持ち運ぶと、コードを傷め、発 
煙、発火、火災、感電、やけどの原因になります。 


心 
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A 警告 


0 

な 


0 


参電源コード、 AC アダプタのプラグにほこりびたまったまま 
の状態で本製品を使用しないでください。 

電源コード、 AC アダプタのプラグにほこりがたまったまま使用 
していると、プラグのピンの間で放電 （ トラツキング現象）が起 
こり、火災の原因になります。 

•電源コードは、装置添付のものを使用し、そのプラグを、壁 
や巧に設置されている定格1 00 V ①コンセントに直接差し込 
んでください。 また 、装置添付の電源コードは他の機器に使 
用でさません。 

やむを得ず、お客様の責任で延長コード等をご利用になる場合 
は、二重絶縁(二重被覆）のものを定格の範囲内で使用し、な下 
の項目に十分注意するようにしてください。 

-落下させたり衝撃を与えない 
-折れ曲がった状態で使用しない 
-っけ根部分を無理に曲げない 
-重いものを載せない 
-布などでくるまない 
-屋外で使用しない 

-水などの液体がかかる場所では使用しない 
-破損したコードを使わない 

•プラグにほこりがたまったままの:氏態で使用しない 

-奥までしっかり差し込む 

•プラグ部をコンセントに正しく挿入する 

-コンセントから抜くときは、必ずプラグ部を持って抜く 

-めれた手で触らない 

-釘や ステープル 等で固定し ない 

延長コード等は、使用方法によっては発煙、発火、火災、感電の 
原因になることがありますので十分ご注意ください。 


•タコ足配線にしないで< ださい。 

電源コードをタコ足配線にすると、コンセン 
が過熱し、火災の原因になります。 



0 




•アース線びある場さ、アース線は、絶対にガス管につながな 
いで < ださい。 

火災の原因になります。 
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A 警告 


0 

な 


な 




参アース線びある場を、アース線の金属部をコンセントとプラ 
グの間にはさまないで < ださい。 

またアース線の金属部をコンセントの差込□に差し込まない 
で < ださい。 

感電、発火の原因になります。 

参指定の AC アダプタを使用し、 AC アダプタを分解、改造しな 
いで < ださい。 

指定外の AC アグプタを使用したり、分解、改造して使用すると、 
感電、発煙、発火の原因になります。 

AC アダプタの型番については、添付のマニュアルをご覧ください。 

•電源コード、 AC アダプタ、ウォールマウントプラグ等の接 
続の際は、次の点をお守りください。 

-差込部は正しい向きで接続する 

-電源コードを AC アダプタに接続する際は、奥までしっかり差し込む 
-ウォールマウントプラグを AC アダプタに接続する際は、奥ま 
でしっかり差し込む 

-プラグ部をコンセントに正しく挿入する 
-コンセントから抜くときは、必、ずプラグ部を持って抜く 
発煙、発火、火災、感電の原因になります。 

•長期間使用しないときは、電源コードのプラグをコンセント 
から巧いて < ださい。 

絶縁劣化による漏電火災の原因になります。 

• AC アダプタとパソコンの接続部 ( DC コネクタ部）について 
は、巧の点をお守りください。 

• 接続部をこじらない 
• 運搬、移動時は接続を外す 
-接続ケーブルを傷せけない 
発煙、発火、やけどのおそれがあります。 

また、故障等で過熱している場合もありますので、接続部に触 
るときは十分ご注意ください。 

参電源コード、 AC アダプタ、ウォールマウントプラグ等を接 
続して本体を使用しているときは、 AC アダプタにできるだ 
け接触しないでください。 

やけどの原因になります。 

特に、バッテリパックの充電中は、 AC アダプタの温度が高くな 
ることがありますので注意してください。 




■ 
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■電源、電源コード、 AC アダプタ使用上の注意 


A 注意 



参めれた手で触日ないでください。 

電源コードのプラグがコンセントに接続されているときにぬれ 
た手で本体や AC アダプタに触ると、感電の原因になります。 



Q 参電源コードのプラグびコンセントに接続されているとさや 
バッテリび取り付け日れているときは本体やメモリ のカバー 
類を外さないでください。 

感電の原因になります。 



C •アース線びある場合、必ず本体および周辺機器の電源コード 
のプラグをコンセントに接続する前にアース線を接続してく 
ださい。また、アース線を取り外すときは、必ず本体および 
周辺機器の電源コードのプラグをコンセントから巧いてくだ 
さい。 

感電の原因になります。 


参お手入れの前には、必ず本製品や周辺機器の電源を切り、電源 
WH コードのプラグをコンセントか日巧き、バッテリを取り外して 

ください。 

電源を切らずにお手入れをはじめると、感電の原因になります。 
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リパツクほ用上の警告•ま意 


バッテリパックを 指定の取り扱い方法、および環境な外で使用した場合には、発 
熱、発火、破裂する等の可能性があり、人身事故につながる場合があります。十分 
に注意してください。 

■バッテリパック使用上の警告 

(バッテリパックび取り夕ん可能な機種の場合） 


に 




A 警告 


0 


0 


0 


Vi 


•パッテリパックは指定外の方法で充電しないでください。 

マニュアルに 記載されてぃる方法で充電してくださぃ。指定外 
の方法で充電すると、発熱、発火、破装することがあります。 

参パッテリパックを分解、改造しないでください。 

バッテリパック を分解、改造すると、発熱、発火、破裂すること 
があります。弊社指定外の バッテリパック や、分解、改造した 
バッテリパック （弊社で修理ザ応したものを除く）は、安全を確 
保するためのチ 卫ック 機能や制御機能が正しく動作しま せん。 
弊社指定外の バッテリパック や、分解、改造した バッテリパッ 
ク は、品質、性能、安全性につぃて保証のザ象外となります。 

参バッテリパックを义中に投下する、义気に近づける、加熱す 
る、または高温状態で放置することはしないでください。 

火中に投下したり、火気に近づけたり、加熱馆子 レンジ 等を含 
む）したり、または高温状態で放置すると、発熱、発火、破装す 
ることがあります。 


>パッテリパックを落下させる、ぶつける、先の 
とびったもので力を加える、強い圧力を加える 
といった衝撃を与えないでください。 

本体に装着した状態や単体での落下等の衝撃に 
よるバッテリパック内の電池や回路基板の損傷 
によって、発熱、発火、破装することがありま 
す。バッテリパックに衝撃を与えた場合、ある 
ぃは外観に明らかな変おや破損が見られる場合 
には、使用をやめてください。 


>バッテリパックの金属端子をショート(短絡)させたり、水、 
コーヒー、ジュース等の液体で濡5さないで< ださい。 

発火や漏電による感電の原因になります。 



a/ 


■ 
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A 警告 


O 


O 

な 




•バッテリでの駆動時間び短くなった場合には、純正の新しい 
パッテリパックと交換してください。 

バッテリパックは消耗品です。駆動時間が短くなったバッテリ 
パックでは、内部に使用されている電池の消耗度合レ H こバラツキ 
が発生している可能性があります。電池の消耗度合いにバラツキ 
があるバッテリパックをそのまま使用し続けると、障害が発生す 
ることがあります。バッテリ駆動時間が短くなった場合*には、 
弊社指定の新しいバッテリパックと交換してください。詳しくは、 
NEC サポート窓口 （121 コンタクトセンター）にお問い合わせくだ 
さ レ、。 

•使用している AC アダプタび使用しているパソコン用の純正 
AC アダプタであることを確認してください。 

純正でない AC アダプタを使用しているとバッテリパックが発 
熱、発火、破裂することがあります。必ず純正の AC アダプタを 
使用してください。 

•バッテリパックを保管する場合は、できるだけ湿度のほいを 
暗所で保管してください。 また 、子供の手の届かない場所に 
保管してください。 

バッテリパックを長期保管するときは、過故電を防止するため、 
半年に1回の割合で、50%程度の充電をしてください。また、保 
管のときは、ビニール袋などに入れて端子の シヨー トが起こら 
ないようにし、ダンボールなど電気を通さない箱に、他のバッ 
テリパックと重ならないように入れてください。 


式 


※：フルに充電しても、仕様の3割な下しか駆動できないバッテリパック。なお、バッテリ 
駆動時間の詳細は、添付のマニュアルの r 仕様一覧」をご覧ください。 

バッテリパックの消耗度合いを確認するためには定期的に「バッテリ•リフレツ シエ& 
診断ツール」をま行してください (3 力月に1回が目安)。 
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■パ’ッテリパック使用上の警告 

(バッテリパックの取りがしびできない機種の場合) 






A 警告 


Q 

Q 

な 


〇 


心 


参バッテリパックは指定外の方法で充電しないでください。 

マニュアルに 記載されている方法で充電してください。ホ旨定外 
の方法で充電すると、発熱、発火、破誤することがあります。 

•本製品にはバッテリパックび内蔵されていますび、お客様ご 
自身で取り外しや交換をおこなわないでください。 

バッテリパックの寿命などで交換が‘必要な場合は、 NEC サポー 
卜窓口 （121 コンタクトセンター）にお問い合わせください。 

なお、バッテリパックの交換は、保証期間内でも有料となります。 

•バッテリでの駆動時間び短くなった場合には、純正の新しい 
バッテリパックと交換してください。 

バッテリパックは消耗品です。駆動時間が短くなったバッテリ 
パックでは、内部に使用されている電池の消耗度合いにバラツキ 
が発生している可能性があります。電池の消耗度合いにバラツキ 
があるバッテリパックをそのまま使用し続けると、障害が発生す 
ることがあります。バッテリ駆動時間が短くなった場合*には、 
弊社指定の新しいバッテリパックと交換してください。詳しくは、 
NEC サポート窓口 （121 コンタクトセンター）にお問い合わせくだ 
さ レ、。 

♦使用している AC アダプタび使用しているパソコン用の純正 
AC アダプタであることを確認してください。 

純正でない AC アグプタを使用しているとバッテリパックが発 
熱、発火、破装することがあります。必ず純正の AC アダプタを 
使用してください。 




※：フルに充電しても、仕様の3割な下しか駆動できないバッテリパック。なお、バッテリ 
駆動時間の詳細は、添付のマニュアルの「仕様一覧」をご覧ください。 

バッテリパックの 消耗度合いを確認す るた めには定期的に r バッテリ•リフレツ シエ& 
診断ツール」をま行してください (3 力月に1回が目安)。 


■ 
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■パ’ッテリパック使用上のま意 

(バッテリパックが取りがし可能な機種の場合) 


f 

A 注意 

〇 

♦バッテリパックの取り付け/取り外しをおこなラ場合には、 
指をはさまないよう注意してください。 

けがの原因になります。 



Ni-MH 

または 

Li-ion 


バッテリパック等①不要になった二次電池は、貴重な 
資源を守るために廃棄しないでリサイクルにご協力く 
ださい。 

バッテリパック等①二;夕電池は、「資源の有効な利用 
①促進に関する法律(資源有効利用促進法)」により、 
回収•再資源化び巧め日れています。 


二次電池のリサイクルについては、下記のホームページでご確認ください。 
http://jpn.nec.com/ eco/ja/product/recycle/battery/index.html 


電池ほ用上の警告•を意 


■電池使用上の警告 


A 警告 

-^ 


o 




•電池は、おモさま、特に乳幼児の手の届かない所へ保管して 
<ださい。 

電池内部には有害物質が含まれてぃるため誤って飲み込んだ 
り、なめたりすると危険です。万一飲み込んだ場合は、直ちに医 
師にご相談くださぃ。 

•電池をシヨート、加熱、または义①中に入れないでください。 

ショート、加熱、または火の中に入れると、電池が発熱、破装し 
て、けがや火災の原因になります。万一、内部の液がもれて目に 
入ったり、液に触れた場合は、水でよく洗い流した後、直ちに医 
師にご相談ください， 
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■電池使用上の注意 


A 注意 


•電池を分解しないで<ださい。 

有害物質が出て、人体に悪影響を及ぼすことがあります。 


♦電池は直射日光•高温•高湿の場所を避けて保管してください。 

液もれの原因になります。また、電池の性能や寿命を低下させる 
ことがあります。 


•電池の内部の液びちれたときは、液に触れないでください。 

やけどのおそれがあります。万一液に触れた場合は、水でよく洗 
い流した後、直ちに医師の診断を受けてください。 


•種類の違ラ電ミ也、または新しい電池と古い電ミ也を混ぜて使用 
しないで < ださい。 

液もれ、破裂などにより、やけど、け力の原因になることがあります。 

〇 ♦乾電池は、+極と一極をセ□パンテープで絶縁してから、各 
自治体の指示にしたびって捨ててください。 

絶縁しなぃで捨てた場合、発煙、発火の原因になります。 

0 •本製品内部のリチウム電池は、お客様では交換しなし、でくださし、。 

なお、なんらかの理由でリチウム電池を捨てる必要びある 
場をは、+極と一極をセ□バンテープで絶縁してから、各 
自治体の指示にしたびって捨ててください。 

お客様が交換した場合、故障、発煙や発火の原因になります。絶 
縁しないで捨てた場合、発煙、発火の原因になります。 






■ 
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巧線(ワイヤレス)機能ほ用上の警告•ま意 


無線（ワイヤレス）機能を使用される際には、’必ず添付マニュアルの各無線機能使 
用上のご注意もあわせてご覧ください。 

■無線(ワイヤレス)機能使用上の警告 


A 警告 


参埋め込み型じ、臓べースメーカーを装着されている方は、才梨品を 
ぺースメーカー装着部か530 cmJ ツ上離してご使用ください。 

電波により影響を受けるおそれがあります。 


〇 •満員電車の中など、人と人とび近接する状態と 
なる可能性のある場所では、本製品の電源を切 
るか、無も SLAN 、 团 uetooth 、 WiMAX などの 
無線機能をオフにしてください。 

これはも臓ペースメーカーや補聴器などの医療 
機器を使用してぃる方と近接する可能性があ 
り、万が一にでもそれらの機器に影響をみえる 
ことを防ぐためです。 


〇 •医療機関側び本製品の使用を禁止した区域では、本製品①電 
源を切るか、無線 LAN 、 Bluetooth 、 WiMAX などの無線機 
能をオフにしてください。 

また、医療機関側び本製品の使用を認めた区域でも、近くで 
医療機器び使用されている場合には、本製品の電源を切るか、 
無線 LAN 、 Bluetooth 、 WiMAX などの無線機能をオフにし 
て < ださい。 

医療機器に影響を与え、事故の原因になることがあります。詳 
しい内容については、各医療機関にお問い合わせください。 


〇 •現在各航空を社では、航空機の飛行状態などに応じて、機内 
での無線機器’電子機器などの使用を禁止しており、本製品 
もその該当機器となります。機内では本製品の電源を切るか、 
無線 LAN 、 Bluetooth 、 WiMAX などの無線機能をオフにし 
て < ださい。 

電子機器に影響を与え、事故の原因になることがあります。詳 
しい内容については、各航空会社にお問い合わせください。 
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■無線(ワイヤレス)機能使用上の注意 



■周辺機器使用上の警告 



■ 


19 


















■周辺機器使用上の注意 


A 注意 


〇 ♦周辺機器の取り付け/取り外しをおこなラとき、特に本体内 
部に手を入れるときは、指をはさんだり、ぶつけたり、切っ 
たりしないよラに注意してください。 

けがの原因になります。 

〇 •増設 RAM ボードの取り付け/取りがしをおこなうときは、指をは 
さんだり、ぶつけたり、切ったりしないようにを意してください。 

けがの原因になります。 

•このパソコンの使用直後に本製品のカバーを開けて、周辺機 
器の取り付けや取り外しをするときは、 CPU や CPU ①周辺、 
ヒートシンク(放熱板)に触れないでください。 

CPU 、 CPU の周辺、ヒートシンク（故熱板)が高温になってぃま 
すので、手を触れるとやけどをするおそれがあります。電源を 
切った後、30分な上たってからおこなうことをおすすめします。 


•このパソコンの増設 R AM ボードの取り付け/取り外しをずると 
きは、ボード上の部品、金属部には直接手を軸れないでくださし、。 

ボード上の部品、金属部が高温になっているため、手を触れると 
やけどをするおそれがあります。 


•電話回線ケースレ(モジュラケースレ)の取り外しや接続をおこな 
ラとさは、モジュラコンセントの端子部分に触れないでください。 

電話がかかってくると電話回線上に電圧がかかるため、電話回 
線ケーブルを抜いたときにモジュラコンセントの端子に触れる 
と感電のおそれがあります。 

、 v 


お手入れ時の警告 


■お手入れ時の警告 
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健康上のを意 


A 注意 


Q 


Q 


〇 

Q 


•ディスプレイを長時間継続して見ないでください。 

ディスプレイなどの画面を長時間継続して見続けると、目が疲 
れたり、巧力が低下することがあります。ディスプレイなどの画 
面を見続けて、身体の一部に痛みや不快感が生じたときは、すぐ 
に本製品の使用をやめて休息してくださぃ。 

万一、休息しても痛みや不快感が取れないときは、直ちに医師に 
ご相談ください。 


参キーボードや NX パッド、マウスを長時間継続して使用しな 
いで < ださい。 

キーボードや NX パッド、マウスを長時間継続して使用すると、 
腕や手首が痛くなることがあります。キーボードや NX パッド、 
マウスを使用中、身体の一部に痛みや不快感が生じたときは、す 
ぐに本製品の使用をやめて{木息してくださぃ。 

万一、休息しても痛みや不快感が取れないときは、直ちに医師に 
ご相談ください。 


参へッドフォンやへッドフォンマイクを使う場をは、音量を上 
げすざないよラに注意してください。 

大きな音量で長時間使うと、聴力に悪ぃ影響を与えることがあ 
ります。 


参へッドフォンやへッドフォンマイクを装着した状態でプラグ 
の巧さ挿し、本製品の電源のオン/オフ、省電力状態/復帰 
の操作をしないで < ださい。 

聴力に悪い影響を与えることがあります。 



■ 
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製品保護上のご注意 


■本製品の取り扱い上の注意 

r つ 

参次のよラな場所で使用/保管しないでください。 

誤動作や故障の原因になることがあります。 

ほこりが多い場所/衝撃やお動が加わる場所/不安をな場所/暖房器具の 
近く /磁気を発するもの（扇風機や大型のスピーカ、温風式こたつなど）の 
近く/長時間直が日光が当たる場所/落下の可能性がある場所/テレビ、 

ラジオ、コードレス電話などの近く/熱のこもる場所/水分や湿気の多い 
場所/薬品や液体の近く /腐食性ガス（オゾンガスなど)が発生する場所/ 
夏の閉めきった自動車内/人通りが多くてぶつかる可能性がある場所 

• 巧の環境で使用してください。 

デスクトップパソコンの場合、温度 10 °C ~ 35 °C 、 湿度20%~ 80%脂露しな 

いこと） 

ノートパソコ ンの場合、温度5亡〜 35 °C 、 湿度2096〜80%瓶露しないこと） 

参本製品を使用する際は、;夕のことに気をつけてください。 

-落としたりぶつけたりしないよう、平らで十分な強度がある場所で使用 
してください。 

-結露した状態で使用しないでください。寒い場所から暖かい場所へ急に持 
ち达むと、水滴が付着脂熟し、誤動作、故障の原因になることがあります。 

-本製品の上にものを載せないでください。また、書類やホなどで通風孔 
(排熱孔）をふさがないでください。 

-本製品のほこりなどは定期的に取り除いてください。通風孔(排熱孔)が 
ほこりなどにより目詰まりすると、本体内の空気の流れが悪くなり、本 
製品の故障や機能低下の原因となることがあります。 

-本製品のそばで、飲食や喫煙をしないでください。 

• 本製品を改造しないでください。当社の保証やサービスの対象外となる 
ことがあります。 

-先のとがったもので傷せけないでください。特に、指紋センサに傷が付 
くと、故障や照合精度が落ちる原因になります。 

- DVD や CD などのディスクにデータを記録しているときは、本製品に振 
動や衝撃を与えないでください。 

-静電気に注意してください。本製品は静電気によって故障、破損すること 
があります。本製品に触れる前にアルミサッシやドアのノブなどの身近な 
金属に手を触れるなどして身体の静電気を取り除くようにしてください。 

•本製品を移動するときには、必ず電源を切り、電源コード、 AC アダプ 
夕①プラグをコンセントか日抜いてください。 

輸送する場合にはキャリングバッグやご購入時の桐包箱を利用してく 
ださい。 


V 
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•本製品を移動するときには、 DVD や CD などのディスクを取り出して 
<ださい。 

本製品の故障や、 DVD や CD などのディスクの破損の原因になります。 

•長時間使用しないときは、電源コード、 AC アダプタのプラグをコンセ 
ントか日抜いてください。 

パソコンの電源が切れた:氏態でも電源コード、 AC アダプタカ S 接続されて 
いるとパソコンの一部に通電しています。 

長時間お使いにならないときは、安全のため、電源コードのプラグをコン 
セントから抜いてください。 

参本製品に接続されている周辺機器を取り外すとさには、必ず接続ケー 
ブルのプラグ部分を持って抜いてください。また、プラグを抜く際は、 
無理に引き抜いたりこじったりしないでください。 

ケーブルを引っぱって取り夕'(•したり、プラグを無理に引き抜いたりする 
と、故障の原因になることがあります。 

•ケーブル類は整理して<ださい。 

ケーブルを整理しておかないと、っまずいたり引っかけたりして、本製品 
の故障の原因になります。 

参本製品の液晶ディスプレイに画面を表示させていると、液晶ディスプ 
レイの周りの一き15分があたたかくなることびあります。 

これは、表示用電源の熱によるものであり、故障や異常ではありません。 
本製品の電源を切ると、表示用電源が切れて温度が下がります。 

ノートパソコンの場合は、液晶ディスプレイを閉じると、表示用電源が切 
れて温度が下がります。 


■八ードディスクの取り扱い上のま意 


参振動する場所や不安定な場所では使用しないでください。 

♦電源を入れたまま本製品を動かさないでください。 

♦本製品のバードディスクび動作中は本製品に衝撃や振動を与えないよ 
ラ、特にミま意してください。 

ハードディスクが動作中に外部から強ぃ衝撃を加えると、データが失われるだ 
けでなく、ハードディスクカ S 故障することがあります。 

•本製品の八ードディスクび動作中は、電源を切ったり再起動しないよ 
う、特にを意してください。 

ハードディスクが動作中に電源を切ったり再起動すると、データが失われ 
ることがあります。 

V v 


■ 
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■データのノ K ックアップについて 

♦バックアップとは 

パソコン に保存されているデータを DVD や CD などのディスク/フロッピーディ 
スク/外せけハードディスクなどに複製（コピ ー) することを r バックアップを取 
る」といいます。 

パソコンの 故障な どの 異常が起きてご購入後に作成したデータが消えてしまった 
場合、そのデータをもとに戻すことはできません。 

万一の事態に備えて定期的にデータのバックアップを取り、大切なデータを保護 
しまし よつ。 


•パックアップを取るタイミング 

特に大切なデータは、作成したり更新したりするたびにバックアップを取ることをおす 
すめします。また、日時や曜日を決めて定期的にバックアップを取るのもよいでしょう。 

■お客様が作成されたデータの保をについて 

お客様が作成されたデータ（画像データ、映像データ、文書データなど）やプログ 
ラム、設定内容が記憶装置(ハードディスクなど）に記憶されている場合は、お客 
様の責イ壬においてバックアップをお取りくださいますようお願いします。お客様 
が作成されましたデータなどは普段からこまめにバックアップをお取りになるこ 
とをおすすめします。 

本製品の故障や誤動作、あるいはバックアップの取り方などにより、記憶装置に 
記憶された内容が消失したり、バックアップしたデータが使用できない場合がご 
ざいますが、当社ではその損害の責任を一切負いかねますので、あらかじめご了 
承ください。 

■コンピュータウイルスの予防について 
•コンピュータウイルスとは 

コンピュータウイルスとは、パソコンの動作に悪影響をみえる不正なプログラムの 
ことで、インターネットや電子メールなどを通じて感染する可能性があります。コ 
ンピュータウイルスに感染すると、感染したパソコンのプログラムやデータが破壊 
されるばかりでなく、他のパソコンへの感染源となってしまう可能性もあります。 
モデルによってはコンピュータウイルスの予防と駆除をするためのソフトが添せ 
されていますので、定期的なチェックをおこなうことをおすすめします。 

また、日々増え続けるウイルスにザ応するためには、「ウイルス定義ファイル」の 
更新が必要です。 
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■ DVD、CD、 ブルーレイディスクなどの取り扱い上の注意 


< > 

♦ DVD や CD 、 スレーレイディスクなどのディスクを取り扱う際は次の 
ことに気をつけてください。 

-データ面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

-ディスクにラベルを貼ったり、傷を付けたりしないでください。 

-ディスクに文字を書く場合はディスク印刷面（レーベル励に書いてください。 
ボールペンや鉛筆などペン先が硬いものは避け、フェルトペンなどペン先が 
やわら力>い油1まの筆記用具で手書きをする力\インクジェットプリンタが応 
のディスクを使用して、インクジェットプリンタで直接印刷してください。 

-上に重いものを載せたり、曲げたり、落としたりしないでください。 

• 汚れた DVD や CD 、 ブルーレイディスクなどのディスクは使わないでく 
ださい。 

-汚れたときは、やわらかいホで内側から列•側に向けてふいてください。 

-清掃の際は CD 専用のスプレーをお使いください。 

-ベンジン、シンナーなどでふかないようにしてください。 

-ゴミやほこりの多い場所での使用は避けてください。 

-使わないときは収納箱に入れて保管してください。 

• 直身寸日光の当たる場所や、温度の高い場所に保管しないでください。 

<_ J 


■フ□ッピーディスク取り扱い上のま意 


* 、 

参フ□ッピーディスクを取り扱う際は次のことに気をつけてください。 

. フロッピーディスクを磁石に近づけないでください。フロッピーディスク 
が磁気の影響を受け、保存されている大切なデータやソフトウエアが使え 
なくなることがあります。磁石はテレビやスピーカにも使われています。 
これらの上にフロッピーディスクを置いたりしないようにしてください。 

. シャッターを開けて、中のディスクに触れないでください。 

-汚れたフロッピーディスクは使わないでください。 

•フロ ッピーディスクに ラベルを 貼りがけた状態で ラベルに 鉛筆で記入 
したり、消しゴムを使ったりしないでください。 

-上に重いものを載せたり、曲げたりしないでください。 

• ラベルは正しい位置に貼ってください。 

-飲食、喫煙しな力 s ' ら使わないでください。 

-溶剤類、飲み物などを近づけないでください。 

•クリップなどではさんだり、投げたり、落としたりしないでください。 

• ゴミやほこりが多い場所での使用は避けてください。 

-使わないときは収納箱に入れて保管してください。 

-直が日光の当たる場所、暖房器具の近くなど温度が高くなる所、ゴミや 
ほこりが多い所に置かないでください。 


■ 
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■メモリーカード取り扱い上のま意 


、 


•メモリーカードを取り扱う際は、次のことに気をつけてくださし、。 


ほ用にごいて 

-メモリーカードに添付の取扱説明書をよく読んでから使用してくださぃ。 

-静電気による故障を防ぐため、静電気を放電してからメモリーカードを 
取り扱ってくださぃ。 

-小型のメモリーカードなど、アダプタが必要な力ードは、必、ずアダプタ 
を装着してくださぃ。 

-メモリーカードは、方向を確かめて取りせけてくださぃ。 

-メモリーカードスロットには、対■応な外のメモリーカードを挿入しなぃ 
でくださぃ。 

• メモリーカードの読み込み/書き込み中は、本体や周辺機器のメモリー 
力一 ドスロットからメモリーカードを取り出さなぃでくださぃ。 

• メモリーカードやメモリーカードスロットの金属端子部分を触らなぃ 
でくださぃ。 

-裏面に通電性(電気を通す性質）がある金属が使用されてぃる SD メモ 
リーカード、 SDHC メモリーカードや SDXC メモリーカード、マルチメ 
ディアカードや変換アダプタは使用しなぃでくださぃ。 

-汚れたメモリーカードは、汚れをとってから本体や周辺機器のメモリー 
力ードスロット に取りせけてください。 


取 D 扱いについて 

-分解しないでください。 

-上に重いものを載せたり、曲げたりしないでください。 

-溶剤類、飲み物などを近づけないでください。 

•クリツプなどではさんだり、投げたり、落としたりしないでください。 
-ゴミやほこりが多い場所での使用は避けてください。 


巧管について 

-使わないときは収納箱に入れて保管してください。 

-メモリーカードやアダプタ、メモリーカードスロットにセットされてい 
たダミーカードなどは、お子さま、特に乳幼児の手の届かない安全な所 
に保管し、誤って飲み込んだりすることがないようにしてください。 

-直が日光の当たる場所、暖房器具の近くなど温度が高くなる所、ゴミや 
ほこりが多い所に置かないでください。 

-長期間使用しないときは、メモリーカードやアダプタを、メモリーカー 
ド スロッ 卜に取りせけたままにしないでください。 

-メモリーカードには、添がの指定ラベルな外を貼らないでください。 

-メモリーカードには、指定の貼か箇所な外にラベルを贴らないでください。 

-大切なデータはハードディスクなどにコピーして、バックアップを取っ 
てください。 


、 
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■ゾ K ッテリパック取り扱い上の注意 


•バッテリパックは消耗品です。 

駆動時間が短くなったバッテリパックでは、内部に使用されている電池 
の消耗度合いにバラツキが発生している可能性があります。電池の消耗 
度合いにバラツキがあるバッテリパックをそのまま使用し続けると、障 
害が発生することがあります。バッテリ駆動時間が短くなった場合^ 
には、次の対応をおこなってください。 

•バッテリパックが取り外し可能な機種の場合 

弊社指定の新しいバッテリパックと交換してください。詳しくは、 NEC サ 
ポート窓口 （121 コンタクトセンター）にお問い合わせください。 

•バッテリパックの取り外しができなレ > 機種の場合 

バッテリ交換について詳しくは、 NEC サポート窓口 （121 コンタクトセン 
夕一）にお問い合わせください。 

•バッテリ性能の診断を定期のに実施してください。 

バッテリパックの消耗度合いを確認するために定期的に「バッテリ•リフ 
レッシュ&診断ツール」を実行してください （3 力月に1回が目安）。 

•AC アダプタを使用している場をでも、バッテリパックは徐々に努化し 
ます。 

AC アダプタを使用している場合でも、長時間、 AC アダプタをつないだ状 
態にしていると、バッテリパックの劣化を早めてしまいます。本体を使用 
していないときで、バッテリを充電していないときには、 AC アダプタを 
外してください。 

参バッテリ関連 Q&A 集もご覧ください。 

バッテリについては JEITA 卜般社団法人電子情報技術産業協会）の 
「バッテリ関連 Q&A 集」もあわせてご覧ください。 

http :// home ' jeita ' or ' jp / cgi - bin / page / detaii'c 呂 i ? n =121& ca =14 

※：フルに充電しても、仕様の 3 割は下しか駆動できないバッテリパック。なお、バッテリ 
駆動時間の詳細は、添付のマニュアルの r 仕様一覧」をご覧ください。 


■ 
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■本製品の故障や機能低下を防ぐための注意 


•パソコンを持ち運ぶ際のご注意（ノ ートパソコン①場を） 

パソコンを 持ち運ぶ際には、‘必ず本体側を持ってください。液晶ディスプ 
レイ側を持つと、液晶ディスプレイに過度の力が加わり、故障や破損の原 
因になることがあります。 

参本製品のお手入れ 

故障や機能低下を防ぐため、本製品はこまめにお手入れしてください。な 
お、本製品の具体的なお手入れ方法については、添せのマニュアルをご覧 
ください。 

参レンズのお手入れ 

DVD / CD ドライブ（ブルーレイディスクドライブ含む）のレンズを清掃す 
る際、市販のクリーニングディスクやレンズクリーナーは絶がに使用し 
ないでください。逆にゴミを集めてしまい、 DVD / CD ドライブ（ブルーレ 
イディスクドライブ含む）のレンズが汚れてしまうなど、故障や機能低下 
の原因になります。 

•通風孔(排熱孔)①お手入れ 

通風孔(排熱孔）にたまったほこりなどは定期的に取り除いてください。通 
風孔(排熱孔)がほこりなどにより目詰まりすると、本体内の空気の流れが 
悪くなり、本製品の故障や機能低下の原因となることがあります。 

参 キーポー ドのお手入れ 

キーボードの清掃には、掃除機を使用しないでください。キートップが外 
れるおそれがあります。キーのすきまにゴミなどが入ったときは、精密機 
器専用の エア ダ スター （不燃性のもの）などで取り除いてください。 

キートップを故意に取り外すこともやめてください。キートップをもとに 
戻せなくなったり、キートップやキーボードが破損し、本製品の故障や機 
能低下の原因となることがあります。 
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健康のために 

パソコンを使った作業では、長時間同じ姿勢になりやすいため、他の一般事務作 
業にくらベて次のような症状が起こりやすいと言われています。 

-眼び疲れたり、重く感じる 
-ちのびぼやけて見える 
-疲れやすい 

-頸（くび)か5肩、手の指にかけて、しびれたり全体的に痛みを感じたりする 

このような症状の感じかたは、作業時間や使用状況などにより個人差が大きいと 
言われています。次のことをム、がけるようにしましょう。 

• 1時間の作業につき1□〜1已分の休息時間をとる 
-休憩時には、軽い体操をずるなど、気分転換をはかる 

万一、疲労が翌日まで残るような場合は、早めに医師に相談してください。 

■良い作業姿勢をとりましょう 

パソコンを 使用する際のをい姿勢は、余分な力が入らない、リラックスできる姿 
勢と言われています。 

-背ちたれに背中びまえ5れるよラ背すじを伸ばして椅子に座る 
-両手を床とほぼ平行にキーボードに置く 

-画面を目の高さより低くし、視線びやや下向きになるようにする 
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(※ノート■/ (ソコンの場合ち基本は同じでず) 













■機器をこまめに調節しましよう 

機器の調節ができる場合は、使いやすい状態にこまめに調節してください。 

•液晶ディスプレイの角度調節 

本製品の液晶ディスプレイは、角度調節ができるようになっています（一部のディ 
スプレイは除く）。まぶしい光が画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見やす 
くするために、液晶ディスプレイの角度を調節することは大変重要です。 

角度調節について詳しくは、本製品やディスプレイに添付のマニュアルをご覧 
ください。 

•画面の輝度(明るさ)調節•コントラスト(濃淡)調節 

個人差、周囲の明るさなどによって、画面の最適な輝度•コントラストは異なりま 
す。そのため、画面の輝度•コントラストは、状況に応じて見やすいようにこまめ 
に調節することが必要です。 

詳しくは、添がのマニュアルをご覧ください。 

•画面の清掃 

ディスプレイの画面は、ほこりなどで汚れると表示内容が見えにく くなる原因に 
なりますので、定期的に清掃する必、要があります。 

♦キーポードの角度調節 

機種によっては、キーボードの角度調節ができるようになっています。好みによっ 
て、入力しやすいようにキーボードの角度を変えることは、肩や腕への負担を軽 
減するのに大変有効です。 

キーボードの角度調節をするときには、足を‘必ず両方とも立てて使用してください。 
なお、足の位置については、添せのマニュアルをご覧ください。 
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各種規制について 

■技術基準等適合認定について 

このパーソナルコン ピュータには、技術基準認証済みの通信機器が搭載されています。 
本製品のモデムは、諸外国で使用できる機能を有していますが、日本国内で使用 
する際は、他国モードに設定してご使用になりますと電気通信事業法(技術基準） 
に違反する行為となります。なお、ご購入時の使用国モード(初期値）は「日本モー 
ド」 となっており ますので、設定を変更しないでそのままご使用ください。 

■高調波電流規制について 

この装置の本体は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 適合品です。 

本体の電源の入力波形は正弦波をサポートしています。 

■電波障害自主規制について 

この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを 
目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用さ 
れると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り 
扱いをしてください。 

VCCI-B 

■瞬時電圧低下について 

[バッテリパックを取り付けていない場合(バッテリパックがない機種含む)] 

本製品は落雷等による電源の瞬時電圧低下にがし不都合を生じることがありま 
す。電源の瞬時電圧低下ザ策としては、交流無停電電源装置等を使用されるこ 
とをおすすめします。（一般社団法人電子情報技術産業協会の パーソナルコン 
ピュータの瞬時電圧低下が策に基づく表示） 

[充電されたバッテリパックを取りがけている場合] 

本製品は、一般社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュー 
夕の瞬時電圧低下ザ策規格を満足しております。 しかし、本規格の基準を上回る 
瞬時電圧低下にザしては、不都合が生じることがあります。 

■ レーザーま 全基準について 


DVD / CD ドライブ（ブルーレイディスクドライブ含む）が搭載されているモデルで 
は、レーザー製品の安全基準 (JIS C 6802、 IEC 60825 -1) のクラス1レーザー製品で 
ある DVD / CD ドライブ（ブルーレイディスクドライブ含む）が搭載されています。 
レーザーマウス（ワイヤレスマウス）が添せされているモデルでは、レーザー製品 
の安全基準 (JIS C 6802、 IEC 60825 -1) のクラス1レーザー製品であるレーザーマウ 
スが添がされています。 
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異常やが障の場合には 

万一、本製品に異常や故障が生じた場合には、次のようにザ処してください。 
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